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(57)【要約】
本発明は、複数の照明構成を有する照明システムのため
の位置割り当て方法に関する。従って、例えば、部屋の
照明位置は、その位置に関連付けられた割り当ての実行
のために選択される。この割り当てはｌｕｘｉｓｓｉｏ
ｎｉｎｇ（登録商標）と称せられている。その位置は位
置ｉｄに関連付けられ、その位置における光が測定され
る。複数の照明構成の各々の一に関連付けられる光デー
タは測定された光から導き出され、光データは位置ｉｄ
についての光効果設定配列に記憶される。光効果設定方
法がまた提供され、選択された位置で選択された光効果
が要求される。各々のそのような要求について、位置に
関連付けられる位置ｉｄ及び目的光効果設定を有するデ
ータが受信される。関連初期光効果設定配列が、例えば
、記憶されているものを検索することにより導き出され
る。目的光効果設定を得るための関連光構成についての
要求される駆動データは、その配列において維持されて
いる光転送データにより決定され、従って、必要に応じ
て、調節が行われる。そのような方法を実行する装置及
びシステムについてまた、本発明は提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の照明構成を有する照明システムのための位置割り当て方法であって：
　少なくとも１つの照明される位置において、
　前記位置に位置ｉｄを関連付けるステップ；
　光を測定するステップ；
　前記測定された光から前記複数の照明構成の各々の位置に関連付けられる光データを導
き出すステップ；並びに
　前記光データを前記位置ｉｄと関連付けるステップであって、
前記複数の照明構成について前記光データ及び現駆動データに基づいて光転送データを決
定するステップと、
前記位置について前記光転送データを有する光効果設定配列を記憶するステップと、
を有する、ステップ；
　を有する位置割り当て方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって、前記光効果設定配
列は前記光データを更に有する、位置割り当て方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって、前記光効果設定配
列は前記現駆動データを更に有する、位置割り当て方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって、前記光転送データ
は減衰データを有する、位置割り当て方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、前記光データは測定された光パワーを有し、前記現駆動データは伝導光パワーを有する
、位置割り当て方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、光効果設定配列を記憶する前記ステップは、前記複数の照明構成を制御するように備え
られた主制御装置に前記光効果設定配列を記憶するステップを有する、位置割り当て方法
。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、光効果設定配列を記憶する前記ステップは、ユーザ制御装置に前記光効果設定配列を記
憶するステップを有する、位置割り当て方法。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、前記複数の照明構成のパワーアップは、一度に１つの照明構成のみをパワーアップする
各々の位置につてのステップを有し、前記光を測定するステップ、光データを導き出すス
テップ及び前記光データを前記位置ｉｄと関連付けるステップは前記複数の照明構成の各
々の位置について実行される、位置割り当て方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、各々の照明構成は識別コードが与えられ、光データを導き出す前記ステップは、前記識
別コードに基づいて前記複数の照明構成の各々の一から光データを識別するステップを更
に有する、位置割り当て方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって
、前記記憶された光効果設定配列に含まれる少なくとも１つのパラメータに関連する照明
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構成の出力を最適化するステップを更に有する、位置割り当て方法。
【請求項１１】
　請求項２に記載の照明システムのための位置割り当て方法であって、前記複数の照明構
成は、特定の位置において要求される光効果を得るように電力供給され、前記要求される
光効果についての個別の光効果設定配列は将来に使用のために記憶される、位置割り当て
方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載の生成された光効果設定データを用いて特定の位
置において複数の照明構成により生成される光効果を設定する光効果設定ユーザ装置であ
って、該光効果設定ユーザ装置は、前記光効果設定データを受信する手段と、前記選択さ
れた光効果設定に従って駆動データを決定する手段と、前記複数の照明構成の駆動ユニッ
トに前記駆動データを転送する手段と、ユーザインタフェースであって、該ユーザインタ
フェースは光効果設定データを表示する手段及び光効果設定を選択する選択ツールを有す
る、ユーザインタフェースと、を有する、光効果設定ユーザ装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の光効果設定ユーザ装置であって、前記光効果設定データを記憶する
手段を更に有する、光効果設定ユーザ装置。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の光効果設定ユーザ装置であって、前記選択ツールは、色度
、強度、色相、彩度及びスポットサイズの少なくとも１つの光特性を変更することを可能
にする、光効果設定ユーザ装置。
【請求項１５】
　請求項１２乃至１４の何れか一項に記載の光効果設定ユーザ装置であって、前記選択ツ
ールは、前記光効果設定データから導き出される所定の光効果設定を選択することを可能
にする、光効果設定ユーザ装置。
【請求項１６】
　請求項１２乃至１５の何れか一項に記載の光効果設定ユーザ装置であって、該光効果設
定ユーザ装置は、壁又はリモートコントロールにおけるインタラクティブスクリーンの一
に表示される、光効果設定ユーザ装置。
【請求項１７】
　照明システムの複数の照明構成を制御する光効果設定方法であって、前記照明システム
は、選択された位置で選択された光効果を要求する少なくとも１つの要求Ｒに従って、複
数の照明構成を有する、光効果設定方法であり、各々の要求について、
　位置ｉｄと、該ｉｄに対応する位置に関連付けられる目的光効果設定とを有する要求デ
ータを受信するステップ；
　を有する光効果設定方法であり、各々の前記要求について、
　前記位置で前記複数の照明構成についての光転送データを有する関連初期光効果設定配
列を得るステップ；
　前記目的光効果設定を得るように、前記複数の照明構成について要求された駆動データ
を前記光転送データにより決定するステップ；及び
　前記要求された駆動データに従って前記複数の照明構成の現適用駆動データを調節する
ステップ；
　を有する、光効果設定方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の光効果設定方法であって、前記光転送データは減衰データを有し、
要求される駆動データを決定する前記ステップは：
　ａｊ＝［ａ１ｊ，ａ２ｊ，．．．，ａｎｊ］に従って前記初期光効果設定配列から前記
位置ｊにおいて複数の照明構成１乃至ｎについて減衰パラメータのベクトルを導き出すス
テップ；
　前記目的光効果設定から位置ｊにおける光について要求される放射パワーＵｊを導き出
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すステップ；並びに
　位置ｊにおける光についてＵｊ及びａｊに基づいて各々の照明構成ｉについて伝導され
る放射パワーＴｉ，ｊを演算するステップ；
　を更に有する、光効果設定方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の光効果設定方法であって、前記複数の照明構成は異なる原色を発し
、原色の数はｐであり、各々の原色の照明構成の数はｌｋであり、位置ｊにおける光につ
いての前記要求される放射パワーＵｊは、
【数１】

に従って前記ｐ個の原色の前記放射パワーの合計に等しく、各々の原色について前記要求
される放射パワーＵ１、ｊ，Ｕ２，ｊ，．．．，Ｕｐ，ｊは、次のステップであって、
　ｐ次元の原色空間における前記目的光効果の色点をマッピングするステップ；及び
　各々の原色についての放射パワーＵ１、ｊ，Ｕ２，ｊ，．．．，Ｕｐ，ｊの要求量を前
記色空間から抽出するステップ；
を実行することより決定され、伝導放射パワーを演算する前記ステップは各々の原色につ
いて行われ、ｉ（ｋ）∈｛１，．．．，ｌｋ｝及びｋ∈｛１，．．．，ｐ｝について
【数２】

である、光効果設定方法。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の光効果設定方法であって、位置ｊの各々の照明構成について伝導放
射パワーＴｉ，ｊを演算する前記ステップは、次式
【数３】

に従い、ａｉ，ｊは照明構成ｉから位置ｊへのパワー減衰であり、Ｕｊは位置ｊにおける
光について要求される放射パワーであり、ｎは複数の照明構成の総数である、光効果設定
方法。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の光効果設定方法であって、位置ｊについて各々の原色ｋにおける各
々の照明構成ｉ（ｋ）についての伝導される放射パワー

【数４】

を演算するステップは、次式
【数５】
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に従って行われ、ここで、ｌｋは原色ｋにおける複数の照明構成の総数であり、Ｕｋ、ｊ

は
位置ｊにおける原色ｋの光について要求される放射パワーであり、
【数６】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰である、光効果設定方法。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の光効果設定方法であって、前記位置ｊにおける前記複数の照明構成
についての光のスポットのサイズγｊを更に考慮するステップを有する、光効果設定方法
。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の光効果設定方法であって、位置ｊについての各々の原色ｋにおいて
各々の照明構成ｉ（ｋ）について伝導される放射パワー
【数７】

を演算するステップは、次式
【数８】

に従って行われ、ここで、ｌｋは原色ｋにおける照明構成の総数であり、Ｕｋ、ｊは位置
ｊにおける原色ｋについて要求される放射パワーであり、

【数９】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、γｊ∈［１，ｉｎｆ）であり、
γｊ＝１について、前記複数の照明構成全ては前記目的光効果に対して等しく寄与し、γ

ｊは無限大になる傾向にあるとき、最近接の照明構成のみが電力供給される、光効果設定
方法。
【請求項２４】
　請求項１７乃至２３の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、複数のユーザ要求
Ｒ＞１について、
　位置ｊについて原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワー
【数１０】

の重み付け平均として、結果として得られる伝導パワー
【数１１】

を最小二乗フィッティングにより演算するステップ；
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【請求項２５】
　請求項２４に記載の光効果設定方法であって、Ｒ個の要求について原色ｋの照明構成ｉ
（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【数１２】

は、次式
【数１３】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
【数１４】

は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導放射パワーであり、

【数１５】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてＲ∈｛１，．．．，ｉｎ
ｆ｝はユーザ要求の総数である、光効果設定方法。
【請求項２６】
　請求項１７乃至２５の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記複数の光効果
の各々の一は、位置ｊについてローカル優先順位が与えられ、より高い優先順位を有する
光効果は、より低い優先順位を有する光効果に比べて得られる目的設定へのより大きい寄
与を有する、光効果設定方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の光効果設定方法であって、Ｒ個の要求について原色ｋの照明構成ｉ
（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【数１６】

は、次式
【数１７】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、



(7) JP 2010-526419 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

【数１８】

は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導放射パワーであり、
【数１９】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、Ｒ∈｛１，．．．，ｉｎｆ｝は
ユーザ要求の総数であり、そしてρｊ∈［１，ｉｎｆ）は位置ｊにおける光効果の優先順
位を表す、光効果設定方法。
【請求項２８】
　請求項２４又は２５に記載の光効果設定方法であって、前記グローバル優先順位配列ｗ

ｑは各々の要求Ｒについてのグローバル優先順位設定を表すように割り当てられる、光効
果設定方法。
【請求項２９】
　請求項２８に記載の光効果設定方法であって、前記グローバル優先順位は時間ｗｑ（ｔ
）の関数である、光効果設定方法。
【請求項３０】
　請求項２７乃至２９の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記グローバル優
先順位配列ｗｑ，ｊは各々の位置ｊについてのグローバル優先順位設定を表すように割り
当てられる、光効果設定方法。
【請求項３１】
　請求項３０に記載の光効果設定方法であって、前記グローバル優先順位は時間ｗｑ，ｊ

（ｔ）の関数である、光効果設定方法。
【請求項３２】
　請求項２８乃至３１の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、Ｒ個の要求につい
て原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー

【数２０】

は、次式
【数２１】

に従って演算され、ここで、
【数２２】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてｚｊは前記グローバル優
先順位のマッピングである、光効果設定方法。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の光効果設定方法であって、前記ローカル優先順位及び前記グローバ
ル優先順位が考慮され、Ｒ個の要求について原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得ら
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れる伝導パワー
【数２３】

は、次式
【数２４】

に従って演算され、ここで、ρｊ∈［１，ｉｎｆ）は要求ｊの前記ローカル優先順位を表
し、

【数２５】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてｚｊは前記グローバル優
先順位のマッピングである、光効果設定方法。
【請求項３４】
　請求項２８乃至３３の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記グローバル権
限はユーザと関連付けられる、光効果設定方法。
【請求項３５】
　請求項１７乃至３４の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記開始光効果設
定から前記目的光効果設定への円滑な変換のステップを更に有する、光効果設定方法。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の光効果設定方法であって、円滑な変換の前記ステップは：
　前記目的光効果設定に対する前記開始光効果設定について伝導放射パワーにおける差を
規定するステップ；
　伝導放射パワーの中間ステップを規定するステップ；及び
　前記目的光効果設定が得られるまで、駆動データにおいて前記中間ステップにより光効
果設定を変更するステップ；
　により行われる、光効果設定方法。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の光効果設定方法であって、前記中間ステップは、人間の知覚に関連
する最大ステップサイズを有する、光効果設定方法。
【請求項３８】
　請求項１７乃至３７の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記少なくとも１
つのユーザ要求Ｒは、アクセス制御機構により与えられる特定ユーザ制御権限に限定され
る、光効果設定方法。
【請求項３９】
　請求項３８に記載の光効果設定方法であって、前記アクセス制御機構は公開鍵暗号化に
基づく、光効果設定方法。
【請求項４０】
　請求項３８に記載の光効果設定方法であって、前記アクセス制御機構は対象鍵暗号化に
基づく、光効果設定方法。
【請求項４１】
　請求項１７乃至４０の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記関連初期光効
果設定配列を得る前記ステップは、請求項１に従って位置割り当てを実行するステップを
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有する、光効果設定方法。
【請求項４２】
　請求項１７乃至４０の何れか一項に記載の光効果設定方法であって、前記関連初期光効
果設定配列は、請求項１に記載の予め実行された位置割り当てにおいて記憶されているデ
ータから検索される、光効果設定方法。
【請求項４３】
　複数の照明構成を有する位置割り当てシステムであって：
　照明駆動データにより複数の照明構成の光出力を駆動する手段；
　ユーザ制御装置の現位置に位置ｉｄを割り当てる手段を有するユーザ制御装置；
　前記複数の照明構成からの光データを測定する手段；
　前記光データ及び前記位置ｉｄを送信する手段；
　前記ユーザ制御装置から光データ及び位置ｉｄを受信する手段及び前記複数の照明構成
に駆動データを送信する手段を有する主制御装置；
　を有する、位置割り当てシステムであり、前記主制御装置は：
　前記複数の照明構成についての前記光データ及び現駆動データに基づいて前記位置ｉｄ
に関連付けられる光転送データを決定する手段；並びに
　前記位置ｉｄについての前記光転送データを有する光効果設定配列を記憶する手段；
　を有する、位置割り当てシステム。
【請求項４４】
　請求項４３に記載の位置割り当てシステムであって、前記光効果設定配列は前記現駆動
データを更に有する、位置割り当てシステム。
【請求項４５】
　請求項４３又は４４に記載の位置割り当てシステムであって、前記光効果設定配列は前
記現駆動データを更に有する、位置割り当てシステム。
【請求項４６】
　請求項４３乃至４５の何れか一項に記載の位置割り当てシステムであって、前記光転送
データは減衰データを有する、位置割り当てシステム。
【請求項４７】
　請求項４３乃至４６の何れか一項に記載の位置割り当てシステムであって、前記光デー
タは測定された光パワーを有し、前記現駆動データは伝導される光パワーを有する、位置
割り当てシステム。
【請求項４８】
　複数の照明構成；
　要求データが選択された位置ｉｄにおいて選択された目的光効果設定を有する少なくと
も１つの要求データの集合を検索する手段及び少なくとも１つの要求データの集合を送信
する手段を有するユーザ制御装置；
　前記ユーザ制御装置から要求データを受信する手段を有する主制御装置；及び
　前記複数の照明構成に駆動データを送信する手段；
　を有する光効果制御システムであって、前記主制御装置は：
　前記位置ｉｄにおける前記複数の照明構成についての光転送データを有する関連初期光
効果設定配列を得る手段；
　前記複数の照明構成について要求される駆動データを前記光転送データにより決定する
手段；
　前記目的光効果設定を得る手段；及び
　前記要求される駆動データに従って前記複数の照明構成の現適用駆動データを調節する
手段；
　を更に有する、光効果制御システム。
【請求項４９】
　請求項４８に記載の光効果制御システムであって、関連初期光効果設定配列を得る前記
手段は、記憶媒体から前記関連初期光効果設定配列を検索するように備えられている、光



(10) JP 2010-526419 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

効果制御システム。
【請求項５０】
　請求項４９に記載の光効果制御システムであって、関連初期光効果設定配列を得る前記
手段は、請求項１に記載の位置割り当てを実行するように、それにより、関連初期光効果
設定配列を得るように、更に備えられている、光効果制御システム。
【請求項５１】
　請求項４８乃至５０の何れか一項に記載の光効果制御システムであって、前記光転送デ
ータは減衰データを有し、前記主制御装置は、ａｊ＝［ａ１ｊ，ａ２ｊ，．．．，ａｎｊ

］に従って前記初期光効果設定配列から前記位置ｊについて照明構成１乃至ｎのために減
衰パラメータのベクトルを導き出し、前記目的光効果設定から位置ｊにおける光について
要求される放射パワーＵｊを導き出し、位置ｊにおける光についてＵｊに基づいて各々の
照明構成ｉのために伝導放射パワーＴｉ，ｊを演算する手段を更に有する、光効果制御シ
ステム。
【請求項５２】
　請求項５１に記載の光効果制御システムであって、伝導される放射パワーＴｉ，ｊの前
記演算は、請求項１７乃至４２の何れか一項に記載の光効果設定方法により行われる、光
効果制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の照明構成を有する照明システムを制御する方法及びシステム、特に、
請求項１及び１７のそれぞれの前提部分に従った位置割り当て方法及び関連設定方法に、
そして請求項４３及び４８の前提部分に従った対応するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明の適用における電子的制御の役割は急速に高まっている。ある環境における照明構
成の数は、特にＳＳＬ（固体照明）のＬＥＤ照明の導入により増加し、同じ部屋において
数百個の照明構成を有することもある。このことは、創造的な光設定についての可能性を
もたらすが、また、それらの複雑な光効果を設計して制御するユーザフレンドリーな方式
のための要求をもたらす。想像することができるように、最も単純な光分布を得るために
、数百個の照明構成の制御は些細ではない問題になっている。
【０００３】
　最初のフェーズにおいては、数百個の照明構成を有する環境下で、各々の照明構成と制
御ユニットとの間の関係の標準的な割り当て即ち指定は、厄介になっている。複数の照明
構成からスイッチにケーブルを接続する作業者により行われる手動の割り当ては、もはや
オプションではなくなっている。
【０００４】
　更に、部屋の各々の照明構成の寄与と特定の目的位置において得られる光効果との間の
関係を割り当てる必要性があり、その割り当ては、以下、位置割り当てと称せられ、また
、ｌｕｘｉｓｓｉｏｎｉｎｇ（登録商標）（ｌｕｘとｃｏｍｍｉｓｉｏｎｉｎｇの合成語
）と称せられる。
【０００５】
　２００６年１０月２６日に公開された国際公開第２００６／１１１９２７号パンフレッ
トには、従来のシステムであって、複数の照明構成を有する照明システムの光出力を制御
するフィードバックシステムについて開示されている。そのシステムにおける照明構成は
、識別コードにより変調され、主制御装置により制御される。更に、そのシステムはユー
ザ制御装置を有する。ユーザ制御装置を用いて、異なる位置において光を測定すること、
及び、個別の識別コードに基づいて各々の照明構成からの寄与を導き出し、続いて主制御
装置に光データを転送することにより、そのシステムは、作成された光データのフィード
バックを主制御装置にもたらす。主制御装置は、その場合、フィードバック光データ及び
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付加ユーザ入力に基づいて複数の照明構成に対して駆動データを調節する。コンピュータ
プログラムの支援により、主制御装置は、主制御駆動データの特定の変更が測定位置で導
き出された光データに関して有する影響又は効果を決定する。従って、主制御装置は、特
に、特定の位置において好ましい光効果をどのように得るかを学習する。そのシステムは
、ユーザ制御装置の位置を追跡して、ユーザ制御に従うように最初の光効果を移行させる
ことが可能である。
【０００６】
　部屋において複数の照明構成の照明構成を位置割り当てし、より直進性の高い方式で部
屋における光効果設定を制御する位置割り当て情報をそのシステムが用いることを可能に
する代替の解決方法を備えることが要請されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２００６／１１１９２７号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、複数の照明構成を有する照明システムの位置割り当て方法（及び関連
設定方法）を提供し、後の光効果設定を容易にする位置割り当てを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の本発明の第１特徴に従って、複数の照明構成を有する照明システムに
ついての位置割り当て方法を提供する。その方法は、
－　少なくとも１つの照明位置において
－　その照明位置に位置ｉｄを割り当てるステップと、
－　光を測定するステップと、
－　測定された光から複数の照明構成の各々の一に関連する光データを導き出すステップ
と、
－　その光データを位置ｉｄに関連付けるステップと、
－　複数の照明構成についての光データ及び現駆動データに基づいて光転送データ（ｌｉ
ｇｈｔ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｄａｔａ）を決定するステップと、
－　照明位置について光転送データを有する光効果設定配列を記憶するステップと、
を有する。
【００１０】
　その方法は、部屋における少なくとも１つの位置に関連する複数の照明構成から転送デ
ータをマッピングし、後の使用のためにその転送データを記憶することにより、部屋を位
置割り当てする有利な方式を提供する。その位置割り当ては、部屋の特定の位置における
照明に各々の個別の照明構成がどのように寄与するかについての情報を与える。更に、そ
の位置割り当ては、制御／設定目的で後に有用である転送データを提供する。
【００１１】
　特定の位置における各々の照明構成の寄与の決定は、特定の位置における特定の光効果
を与えるように特定の重要性を有する。多くのオブジェクトが集団化することが可能であ
る複雑な環境においては、一部の照明構成はブロックされ、特定の領域においては部分的
な寄与が与えられる又は寄与が与えられない。ブロッキング、シャドーイング及び反射の
ような予期せぬ影響が本発明により容易に考慮される。位置割り当てによって、環境のレ
イアウト及び物理的特性を考慮する部屋の厄介な演算が回避される。
【００１２】
　位置の割り当てにおいて、位置ｉｄは、ユーザ／オペレータから位置ｉｄを受信するこ
と、及びデフォルトの所定の位置ｉｄ又は自動的に生成される位置ｉｄを用いることと、
を含む。
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【００１３】
　請求項２に記載の本発明の実施形態に従って、光効果設定配列は更に、光データを有す
る。その光データは、単なる検出された光パワー（ルクス）であることが可能であるが、
それに代えて又は付加的に、各々の照明構成、及び特定の位置における照明へのその寄与
についての詳細を与える色内容、光強度等についての情報を含むことが可能である。照明
構成は別個にマッピングされることが可能であるため、照明構成の何れかの特徴における
違い又は照明構成の物理的環境は自動的にマッピングされ、照明構成を制御する割り当て
られた光効果設定配列を用いるときに考慮される。
【００１４】
　請求項３に記載の本発明の実施形態に従って、光効果設定配列は、現駆動データを更に
有する。異なる光効果設定のための現駆動データは既知であるため、例えば、適用される
電力に対する照明の最適化が可能である。
【００１５】
　請求項４に記載の本発明の実施形態に従って、光転送データは減衰データを含む。特定
の位置についての照明構成の減衰データは、その位置に達するときに照明構成の伝導され
る光がどのように減衰するかについて記述する。従って、その位置から遠く離れて位置し
ている照明構成は、各々の照明構成における初期の光強度が同じである条件で、その位置
近傍に位置する照明構成に比べてより大きい減衰を有する。ある位置についての照明構成
全てのマッピングは、それ故、目的光効果設定を得るように個別の照明構成をどのように
駆動するかについての情報を与える。
【００１６】
　請求項５に記載の本発明の実施形態に従って、光データは測定された光パワー(ルクス)
を含み、現駆動データは、好ましい伝導される光パワー（カンデラ）を含む。
【００１７】
　請求項６に記載の本発明の実施形態に従って、光効果設定配列を記憶するステップは、
照明構成を制御するように備えられた主制御装置において光効果設定配列を記憶するステ
ップを有する。大きいデータ量が収集されるとき、データを処理する大きい記憶及び処理
能力を有する主制御装置に光効果設定配列を記憶することは好ましいことである。主記憶
装置は照明構成を制御するように備えられているため、記憶されている光効果設定配列へ
のアクセスは、ユニット自体に記憶されているときに比べて速い。
【００１８】
　請求項７に記載の本発明の実施形態に従って、光効果設定配列を記憶するステップは、
部屋において少数の位置のみを位置割り当てするとき及び／又は可搬型制御装置が好まし
いときに有利であるユーザ制御装置に光効果設定配列を記憶するステップを有する。
【００１９】
　請求項８に記載の本発明の実施形態に従って、照明構成のパワーアップは、各々の位置
について、一度に１つのみの照明構成をパワーアップし、それにより、光を測定するステ
ップ、光データを導き出すステップ及び前記位置ｉｄと光データを関連付けるステップが
、前記照明構成の各々の位置について実行される。この実施形態は、好適には、照明構成
の数が大き過ぎないとき、又は少数の位置のみが位置割り当てされる必要があるときに用
いられる。この実施形態により、照明構成における光源の識別は、それ故、手動で解決さ
れることが可能である。
【００２０】
　請求項９に記載の本発明の実施形態に従って、各々の照明構成は識別コードにより与え
られ、光データを導き出すステップは、識別コードに基づいて照明構成の各々の位置から
光データを識別するステップを更に有する。従って、各々の照明構成の識別は自動的に行
われる。ユーザは、全ての照明構成をオンに切り換え、位置割り当てされるようになって
いる位置にユーザ制御ユニットを維持することが可能である。この実施形態を用いて各々
の位置を位置割り当てする動作は、数秒以下しか掛からない。識別コードを用いることに
より、特定の照明構成の寄与に対して妨害する周囲の背景光のせいにするリスクを低減す
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ることができる。
【００２１】
　請求項１０に記載の本発明の実施形態に従って、その方法は、例えば、全駆動パワーの
ような、記憶されている光効果設定配列に有する少なくとも１つのパラメータに関連して
照明構成の出力を最適化するステップを更に有する。
【００２２】
　請求項１１に記載の本発明の実施形態に従って、照明構成は、特定の位置において必要
な光効果を得るように電力供給される。必要な光効果についての個別の光効果設定配列が
、将来の使用のために記憶される。
【００２３】
　特定の光効果を有する照明構成に電力供給し、この光効果を位置割り当てするとき、制
御モードで位置割り当てされたデータを用いる便利な方式を有するように、位置ｉｄのよ
うな直感的な名前が好適に与えられる。従って、専門の光効果設計者は、要求された光効
果をもたらし、それを位置割り当てし、それ故、後に、習熟していないユーザも、専門家
の光設定を得ることができるように、その位置割り当てされたデータを用いることが可能
である。
【００２４】
　請求項１２に記載の本発明の第２特徴に従って、本発明の第１特徴に従って生成された
光効果設定データを用いて特定の位置において複数の照明構成により生成される光効果を
設定する光効果設定ユーザ装置を提供する。その装置は、前記光効果設定データを受信す
る手段と、選択された光効果設定に従って駆動データを決定する手段と、照明構成の駆動
ユニットに駆動データを転送する手段と、光効果設定データを表示する手段及び光効果設
定を選択する選択ツールを有するユーザインタフェースと、を有する。
【００２５】
　ユーザ装置は複数の割り当てられた位置に、それ故、特定の光効果は直感的な名前がデ
ータにアクセスすることができるため、ユーザは、特定の位置について記憶されている光
効果を容易に選択することが可能であり、それ故、容易で洗練された方式で、部屋におけ
る照明効果を制御することが可能である。
【００２６】
　請求項１３に記載のユーザ装置の実施形態に従って、ユーザ装置は、前記光効果設定デ
ータを記憶する手段を更に有する。
【００２７】
　請求項１４に記載のユーザ装置の実施形態に従って、選択ツールは、色度、強度、色相
、彩度及びスポットサイズの少なくとも１つの光特徴を変えることを可能にする。
【００２８】
　請求項１５に記載のユーザ装置の実施形態に従って、選択ツールは、光効果設定データ
から導き出される所定の光効果設定を選択することを可能にする。
【００２９】
　請求項１６に記載のユーザ装置の実施形態に従って、そのユーザ装置は、壁に又はリモ
ートコントロールにおけるインタフェーススクリーンの一に表示される。
【００３０】
　請求項１７に記載の本発明の第３特徴に従って、選択された位置において選択された光
効果を要求する少なくとも１つの要求Ｒにより、複数の照明構成を有する照明システムの
複数の照明構成を制御する光効果設定方法を提供する。その方法は、各々の要求について
、次のステップであって、
－　位置ｉｄと、その位置ｉｄに対応する位置に関連する目的光効果設定とを有する要求
データを受信するステップ；
－　その位置についての複数の照明構成の光転送データを有する関連初期光効果設定配列
を得るステップ；
－　目的光効果設定を得るように、それらの複数の照明構成について要求される駆動デー
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タを光転送データにより決定するステップ；
－　要求される駆動データに従ってそれらの複数の照明構成の現在適用される駆動データ
を調節するステップ；
を有する。
【００３１】
　従って、ユーザは、各々の位置において１つ又はそれ以上の位置及び好ましい光効果を
選択することにより数百個の照明構成を容易に且つ的確に制御することが可能である。本
発明の方法に従って、要求される光データは、その場合、自動的に決定され、未習熟のユ
ーザが個別の照明構成をどのように制御するかを実際に知らなくても、プロの光設定デザ
イナーのように振る舞えるようにする。
【００３２】
　請求項１８に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、光転送データは減衰データを
有する。必要な駆動データを決定するステップは、次のステップであって：
－　ａｊ＝［ａ１ｊ，ａ２ｊ，．．．，ａｎｊ］に従って初期光効果設定配列から位置ｊ
について複数の照明構成１乃至ｎについての減衰パラメータのベクトルを導き出すステッ
プ；
－　目的光効果設定から位置ｊにおける光について要求される放射パワーＵｊを導き出す
ステップ；
－　位置ｊにおける光についてＵｊ及びａｊに基づいて各々の照明構成ｉについて伝導さ
れる放射パワーＴｉ，ｊを演算するステップ；
を有する。
【００３３】
　好ましい伝導される放射パワーについての演算は、それ故、目的光設定を得るために必
要な要求駆動データを決定するように先行して位置割り当てされた光転送データからの位
置についての各々の照明構成の減衰パラメータを有利に用いる。従って、要求される光効
果に拘わらず、目的光設定を得る駆動データは、各々の照明構成と要求された位置との間
の減衰が既知であるために、決定されることが可能である。
【００３４】
　請求項１９に従って光効果設定方法の実施形態に従って、複数の照明構成は異なる原色
を発し、ここで、原色数はｐであり、各々の原色の照明構成数はｌｋであり、位置ｊにお
ける光についての前記好ましい放射パワーは、
【００３５】
【数１】

に従ってｐ個の原色の放射パワーの合計に等しく、各々の原色について要求される放射パ
ワーＵ１、ｊ，Ｕ２，ｊ，．．．，Ｕｐ，ｊは、次のステップであって、
－　ｐ次元の原色空間における前記目的光効果の色点をマッピングするステップ；及び
－　各々の原色についての放射パワーＵ１、ｊ，Ｕ２，ｊ，．．．，Ｕｐ，ｊの要求量を
色空間から抽出するステップ；
により決定され、伝導される放射パワーを演算するステップは各々の原色について行われ
、ｉ（ｋ）∈｛１，．．．，ｌｋ｝及びｋ∈｛１，．．．，ｐ｝について、
【００３６】
【数２】

である。それにより、異なる光強度を選択することばかりでなく、異なる光設定について
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異なる色も選択することが可能である。
【００３７】
　請求項２１に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、位置ｊについて各々の原色ｋ
における各々の照明構成ｉ（ｋ）についての伝導される放射パワー
【００３８】
【数３】

を演算するステップは、次式
【００３９】
【数４】

に従って行われ、ここで、ｌｋは原色ｋにおける照明構成の総数であり、Ｕｋ、ｊは
位置ｊにおける原色ｋについて要求される放射パワーであり、
【００４０】
【数５】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰である。
【００４１】
　減衰パラメータは、各々の照明構成について要求される伝導される放射パワーを重み付
けするように効果的に用いられる。
【００４２】
　請求項２２に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、要求データは、位置ｊにおけ
る複数の照明構成についての光のスポットのサイズγｊを更に有し、そのことは、目的光
効果設定をどのようにして得るかについてより正確な演算をもたらす。
【００４３】
　請求項２３に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、位置ｊについての各々の原色
ｋにおいて各々の照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワー
【００４４】

【数６】

を演算するステップは、次式
【００４５】
【数７】

に従って行われ、ここで、ｌｋは原色ｋにおける照明構成の総数であり、Ｕｋ、ｊは
位置ｊにおける原色ｋについて要求される放射パワーであり、
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【００４６】
【数８】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、γｊ∈［１，ｉｎｆ）であり、
γｊ＝１について、照明構成全ては目的光効果に対して等しく寄与し、γｊが無限大にな
る傾向にあるとき、最近接の照明構成のみが電力供給される。
【００４７】
　スポットサイズについてのパラメータを制御することにより、ユーザは、より複雑な光
効果設定を生成することが可能である。
【００４８】
　請求項２４に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、その方法は、複数のユーザ要
求Ｒ＞１についてのステップであって、最小二乗フィッティングにより、位置ｊについて
原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワー
【００４９】

【数９】

の重み付け平均として、結果として得られる伝導パワー
【００５０】

【数１０】

を演算するステップ；
を更に有する。
【００５１】
　請求項２５に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、Ｒ個の要求について原色ｋの
照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【００５２】

【数１１】

は、次式
【００５３】
【数１２】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
【００５４】
【数１３】
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は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワーであり、
【００５５】
【数１４】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてＲ∈｛１，．．．，ｉｎ
ｆ｝はユーザ要求の総数である。
【００５６】
　請求項２６に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、複数の光効果の各々の一は、
位置ｊについて特定の優先順位ρが与えられ、より高い優先順位を有する光効果は、より
低い優先順位を有する光効果に比べて得られる目的設定へのより大きい寄与を有する。ユ
ーザは、１つ以上の要求を要求することが可能であるため、部屋における異なる位置の各
々において、個別の照明構成について複数の対立する要件が存在する可能性がある。より
高い優先順位を有する光効果を提供することにより、この課題に対処することができ、本
発明の方法に従って、異なる光効果要求への各々の照明構成からの寄与は、各々の光効果
の優先順位の設定に従って重み付けされる。
【００５７】
　請求項２７に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、Ｒ個の要求について原色ｋの
照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【００５８】

【数１５】

は、次式
【００５９】
【数１６】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
【００６０】
【数１７】

は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワーであり、
【００６１】
【数１８】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、Ｒ∈｛１，．．．，ｉｎｆ｝は
ユーザ要求の総数であり、そしてρｊ∈［１，ｉｎｆ）は位置ｊにおける光効果の優先順
位を表す。
【００６２】
　請求項２８に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、グローバル優先順位配列ｗｑ
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【００６３】
　請求項２９に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、グローバル優先順位は時間ｗ

ｑ（ｔ）の関数である。
【００６４】
　請求項３０に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、グローバル優先順位配列ｗｑ

，ｊは各々の一ｊについてグローバル優先順位設定を表すように割り当てられる。
【００６５】
　請求項３１に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、グローバル優先順位配列は時
間ｗｑ（ｔ）の関数である。
【００６６】
　請求項３２に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、Ｒ個の要求について原色ｋの
照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【００６７】

【数１９】

は、次式
【００６８】
【数２０】

に従って演算され、ここで、
【００６９】

【数２１】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてｚｊは前記グローバル優
先順位のマッピングである。
【００７０】
　請求項３３に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、ローカル優先順位及びグロー
バル優先順位が考慮され、Ｒ個の要求について原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得
られる伝導パワー
【００７１】
【数２２】

は、次式
【００７２】
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【数２３】

に従って演算され、ここで、ρｊ∈［１，ｉｎｆ）は要求ｊの前記ローカル優先順位を表
し、
【００７３】

【数２４】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてｚｊは前記グローバル優
先順位のマッピングである。
【００７４】
　請求項３４に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、グローバル権限はユーザと関
連付けられる。
【００７５】
　請求項３５に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、その方法は、開始光効果設定
から目的光効果設定への円滑な変換のステップを更に有する。従って、ユーザが部屋の光
設定を変更するように選択するとき、光設定の突然の変更は起こらない。それに対して、
開始光効果設定と目的光効果設定との間の好ましい切り換えが実行される。
【００７６】
　請求項３６に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、円滑な変化のステップは、
－　目的光効果設定に対する開始光効果設定について伝導される放射パワーにおける差を
規定するステップ；
－　伝導される放射パワーの中間ステップを規定するステップ；及び
－　目的光効果設定が得られるまで、駆動データにおいて中間ステップにより光効果設定
を変更するステップ；
により行われる。
【００７７】
　請求項３７に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、中間ステップは、人間の知覚
に関連する最大ステップサイズを有する。
【００７８】
　請求項３８に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、少なくとも１つのユーザ要求
Ｒは、アクセス制御機構により与えられる特定ユーザ制御権限に限定される。従って、各
々の権限を有するユーザは、ユーザが部屋における光効果設定を操作されることを可能に
される方式を記述する個人ユーザ権限が割り当てられる。
【００７９】
　請求項３９に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、アクセス制御機構は公開鍵暗
号化に基づく。
【００８０】
　請求項４０に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、アクセス制御機構は対称鍵暗
号化に基づいている。ユーザ権限設定方法は、受動的アタッカー及び能動的アタッカーが
不正操作を実行しないようにするセキュアシステムを与えるように、公開鍵暗号化又は対
称鍵暗号化のどちらかに基づいている。
【００８１】
　請求項４１に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、前記関連初期光効果設定配列
を得るステップは、請求項１に従って位置割り当てを実行するステップを更に有する。
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【００８２】
　請求項４２に記載の光効果設定方法の実施形態に従って、関連初期光効果設定配列は、
請求項１に記載の予め実行された位置割り当てにおいて記憶されているデータから検索さ
れる。
【００８３】
　請求項４３に記載の本発明の他の特徴に従って、照明駆動データにより複数の照明構成
の光出力を駆動する手段を有する複数の照明構成を有する位置割り当てシステムが提供さ
れ、その位置割り当てシステムは、照明駆動データにより複数の照明構成の光出力を駆動
する手段と、ユーザ制御装置の現位置に位置ｉｄを割り当てる手段を有するユーザ制御装
置と、照明構成からの光データを測定する手段と、光データ及び位置ｉｄを送信する手段
と、ユーザ制御装置から光データ及び位置ｉｄを受信する手段及び複数の照明構成に駆動
データを送信する手段を有する主制御装置と、を有する。主制御装置は、複数の照明構成
についての光データ及び現駆動データに基づいて位置ｉｄに割り当てられる光転送データ
を決定する手段と、位置ｉｄについての光転送データを有する光効果設定配列を記憶する
手段と、を更に有する。
【００８４】
　請求項４４に記載の位置割り当てシステムの実施形態に従って、光効果設定配列は光デ
ータを更に有する。
【００８５】
　請求項４５に記載の位置割り当てシステムの実施形態に従って、光効果設定配列は現駆
動データを更に有する。
【００８６】
　請求項４６に記載の位置割り当てシステムの実施形態に従って、光転送データは減衰デ
ータを有する。
【００８７】
　請求項４７に記載の位置割り当てシステムの実施形態に従って、光データは測定された
光パワー（ルクス）を有し、現駆動データは伝導される光パワー（カンデラ）を有する。
【００８８】
　請求項４８に記載の本発明の他の特徴に従って、複数の照明構成と、照明駆動データに
より複数の照明構成の光出力を駆動する手段と、ユーザ制御装置の現位置に位置ｉｄを割
り当てる手段を有するユーザ制御装置と、要求データが選択された位置ｉｄにおいて選択
された目的光効果設定を有する少なくとも１つの要求データの集合を検索する手段及び少
なくとも１つの要求データの集合を送信する手段を有するユーザ制御装置と、ユーザ制御
装置から要求データを受信する手段を有する主制御装置と、複数の照明構成に駆動データ
を送信する手段と、を有する光効果制御システムが提供される。主制御装置は、位置ｉｄ
における複数の照明構成についての光転送データを有する記憶されている関連初期光効果
設定配列をフェッチする手段と、目的光効果設定を得るために、複数の照明構成について
要求される駆動データを光転送データにより決定する手段と、要求される駆動データに従
って複数の照明構成の現適用駆動データを調節する手段と、を更に有する。
【００８９】
　請求項４９に記載の光効果制御システムの実施形態に従って、関連初期光効果設定配列
を得る手段は、記憶媒体から前記関連初期光効果設定配列を検索するように備えられてい
る。
【００９０】
　請求項５０に記載の光効果制御システムの実施形態に従って、関連初期光効果設定配列
を得る手段は、請求項１に記載の位置割り当てを実行するように、それにより、関連初期
光効果設定配列を得るように、更に備えられている。
【００９１】
　請求項５１に記載の光効果制御システムの実施形態に従って、光転送データは減衰デー
タを有し、主制御装置は、ａｊ＝［ａ１ｊ，ａ２ｊ，．．．，ａｎｊ］に従って初期光効
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果設定配列から位置ｊについて照明構成１乃至ｎのために減衰パラメータのベクトルを導
き出し、目的光効果設定から位置ｊにおける光について要求される放射パワーＵｊを導き
出し、位置ｊにおける光についてＵｊに基づいて各々の照明構成ｉのために伝導される放
射パワーＴｉ，ｊを演算する手段を更に有する。
【００９２】
　請求項５２に記載の光効果制御システムの実施形態に従って、伝導される放射パワーＴ

ｉ，ｊの演算は、請求項１７乃至４２の何れか一項に記載の光効果設定方法により行われ
る。
【００９３】
　本発明の上記の及び他の特徴及び有利点については、以下に詳述する実施形態を参照す
ることにより明らかになり、理解することができる。
【００９４】
　本発明について、以下に、添付図を参照して更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明に従った照明システムの模式図である。
【図２】本発明の特徴に従った位置割り当てシステムの実施形態のブロック図である。
【図３】本発明に従った位置割り当てシステムの他の実施形態のブロック図である。
【図４】本発明に従った光効果設定ユーザ装置の実施形態のブロック図である。
【図５】本発明に従った位置割り当て方法の実施形態のブロック図である。
【図６】本発明に従った光効果制御システムの実施形態のフロー図である。
【図７】本発明に従った照明システムにおける光効果制御方法の実施形態の模式図である
。
【図８】本発明に従った照明システムにおける光効果制御方法の実施形態の模式図である
。
【発明を実施するための形態】
【００９６】
　図１は、本発明に従った照明システムの実施形態を示す図である。そのシステムは、３
つの部分、即ち、照明構成１００と、ユーザ制御ユニット２００と、主制御装置３００と
を有する。照明構成１００は、例えば、部屋の天井に備えられている。それらの照明構成
はまた、例えば、部屋の壁若しくは部屋内の家具又は家電製品に備えられることが可能で
ある。主制御装置３００は、照明構成１００を制御するように、そしてユーザ制御ユニッ
ト２００からデータ２０３を受信するように備えられる。更に、主制御装置３００は、デ
ータを記憶する及び処理するように備えられる。そのシステムの主要部分間の通信は、好
適には、無線通信に基づいているが、有線通信に基づくことも可能である。その照明シス
テムは、位置割り当て目的のために有用であり、後続の光制御のための、即ち、異なる時
間における部屋内の及び部屋の異なる位置における異なる光効果を可能にする光効果設定
のための関連データを生成する。
【００９７】
　ここで図２を参照するに、位置割り当てシステム（又は、ｌｕｘｉｓｓｉｏｎｉｎｇ（
登録商標）システム）、即ち、位置割り当て動作を実行するために用いられるときの照明
システムの実施形態に従って、照明構成１００は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格を用い
るＺｉｇＢｅｅに基づいて無線通信リンク３５０を介して主制御装置３００から駆動デー
タ１０３を受信するように備えられている。ＩＥＥＥ８０２．１５．４は低速のパーソナ
ルエリアネットワーク（ＰＡＮ）のための規格である。その規格は、低データ速度に、し
かし、かなり長い電池寿命（数ヶ月又は更には、数年）及びかなり低い複雑性に対応する
ものである。
【００９８】
　図２においては、１つの照明構成１００のみが示されている。照明構成１００の各々は
複数の光源１０１であって、好適には、白色ＬＥＤ（発光ダイオード）又はカラーＬＥＤ
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を、例えば、ＲＧＢ等の原色の集合で有する。しかしながら、少なくとも、各々の照明構
成は単独の光源を有する。光源の他の種類は、本発明の概念に適合し、本発明の範囲に含
まれる。光源１０１は、駆動データ１０３を受信する駆動回路１０４を備える。光源１０
１の駆動は、適用される電力レベル及び駆動パターンを調節することにより行われる。本
発明に従った実施形態においては、各々の個別の照明構成１００は、例えば、既知の方法
に従って個別の駆動署名により各々の照明構成１００の駆動電圧を変調することにより、
個別の識別コード１０２が与えられる。この実施形態においてリモートコントロールとし
ての役割を果たすように携帯情報端末（ＰＤＡ）で実施されるユーザ制御ユニット２００
は、検出器２０１により照明構成１００からの透過光１５０を測定するように備えられて
いる。検出器２０１からの出力は光データ２０３として参照される。更に、ユーザ制御ユ
ニット２００は、位置ｉｄ２０４を割り当てる手段、即ち、例えば、キーボードのような
ユーザインタフェース２０２を備えている。各々の位置ｉｄ２０４は、部屋における特定
の位置を表す。ユーザ制御ユニット２００は、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）において送信リンク２５０を介して光データ２０３及び位置ｉｄ２０４を送信する手
段と共に備えられている。
【００９９】
　主制御装置３００は光データ３０３を受信する。主制御装置は、ＣＰＵ等の処理手段３
０１と、データベース３０５として実施されるデータを記憶する手段とを備えている。主
制御装置３００において、光転送データが、光データ２０３及び現駆動データ１０３、即
ち、照明構成１００に現在供給されている駆動データに基づいて決定される。位置ｉｄ２
０４に関連する光転送データは、データベース３０５に光効果設定配列として記憶される
。主制御装置３００は、本発明に従った位置割り当て方法のコンピュータプログラムの実
施に従った処理タスクを実行する。
【０１００】
　位置割り当てシステムの代替の実施形態においては、図３に示すように、ユーザ制御ユ
ニット２００、即ち、ＰＤＡは更に、ＺｉｅＢｅｅ接続リンクにおいてデューティサイク
ルを変化させることにより照明構成１００を制御するように備えられている。従って、ユ
ーザ制御ユニット２００は、現駆動データ２０６を変化させることにより照明構成１００
によって出射される光量を変化させることができる。駆動データは、入力されている又は
主制御装置３００により予め検索されたユーザにより設定されている。更に、ユーザ制御
ユニット２００は、各々の照明構成１００により出射される光に対して変調される識別コ
ード１０２に基づいて異なる照明構成からの光の寄与を決定する処理手段２０５を備えて
いる。処理手段２０５はまた、検出器２０１により評価される光データ２０３及び現駆動
データ２０６に基づいて光転送データを決定するように用いられる。光転送データは、そ
の場合、ユーザインタフェース２０２を介して入力される位置ｉｄ２０４に関連付けられ
る。位置ｉｄ２０４に関連する光転送データは、ＷＬＡＮを介して主制御装置３００に送
信され、次いで、主制御装置３００のデータベース３０５に光効果設定配列として記憶さ
れる。その送信されたデータは、
－　位置及び光効果設定に名前をつける文字数字列
－　好ましい光効果設定に達するようにＬＥＤのデューティサイクルが検出される照明構
成の識別コード（又は、それらの副集合、例えば、３つの最も強い識別コードの識別コー
ドのみ）
を含む。
【０１０１】
　記憶されている位置ｉｄ、光効果設定、照明構成及びデューティサイクルのフォーマッ
トは、例えば、
<position　id,　light　effect　setting>,　<ID　number　of　lighting　arrangement
　1><duty　cycle　of　Red　light><duty　cycle　of　Green　light><duty　cycle　of
　Blue　light><　duty　cycle　of　Amber　light><position　id,　light　effect　se
tting>,　<ID　number　of　lighting　arrangement　2><duty　cycle　of　Red　light>
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<duty　cycle　of　Green　light><duty　cycle　of　Blue　light><duty　cycle　of　B
lue　light><　duty　cycle　of　Amber　light><ID　number　of　lighting　arrangeme
nt　3><duty　cycle　of　Red　light><duty　cycle　of　Green　light><duty　cycle　
of　Blue　light><duty　cycle　of　Blue　light><　duty　cycle　of　Amber　light>
である。
【０１０２】
　１つの特定の例は、
"Dinner　Table,　Brunch　Light",　"PHILIPS　10036745",　"0.7",　"0.5",　"0.8",　
"0.4",　"PHILIPS　20026776",　"0.6",　"0.5",　"0.5",　"0.2",　"PHILIPS　1008672"
,　"0.6",　"0.5",　"0.4",　"0.3"
である。
【０１０３】
　その処理は、部屋内の異なる光設定及び異なる位置のために繰り返され、各々の設定は
、上記の実施例に示しているように記憶される。他の実施例としては、異なるデューティ
サイクル値と共に記憶されている"Dinner　Table,　Candle　Light"についての設定が存
在することが可能である。位置割り当ての動作は、データベースへの部屋についての全て
の関連する設定又は必要な設定の記憶により終了される。
【０１０４】
　ＰＤＡ２００自体はまた、ＷＬＡＮを介して主制御装置３００からのデータを用いて遠
隔的に設定される位置及び光の選択を制御することが可能である。例えば、使用中、ＰＤ
Ａは、"position　name"及び"light　effect　setting"を特定することによりデータベー
スからの特定のデューティサイクルの集合を要求することが可能である。従って、インタ
ラクティブなユーザインタフェース３０６は、要求される光効果又は現光効果の調節に関
してユーザ要求入力を可能にする。
【０１０５】
　本発明の他の特徴においては、図４に示すように、本発明に従った割り当てられた位置
の照明、即ち、光効果を設定する光効果設定ユーザ装置７００を備えている。光効果ユー
ザ装置７００は、好適には、ＰＤＡ又はリモートコントロールにより実現され、割り当て
目的のために上記しているのと同じＰＤＡユニットにおいて、即ち、図１乃至３のユーザ
コントロール２００又は図５のユーザコントロール５００において代替の実施形態で好適
に構成されることが可能である。光効果ユーザ装置は、光効果設定データ７２０を表示す
る手段、例えば、ＬＣＤディスプレイ、及び光効果設定を選択する選択ツール７３０と共
に構成されるインタラクティブなユーザインタフェース３０６を備えている。図４におけ
る実施形態は、ＬＣＤディスプレイ７２０において示されるリストに提示される位置にお
ける光効果設定の変化に対応する選択ツール７３０を示している。選択ツール７３０は、
電力ボタン（オン／オフ）、照明の増加減少（－／＋）のためのボタン及び各々の位置に
ついての光の効果の色制御を変化させるためのボタンを備えている。光効果設定ユーザ装
置７００は更に、光設定データを受け入れる手段、即ち、受信器７１０と、選択された光
効果設定に従って駆動データを決定する手段、即ち、処理手段７４０と、光構成の駆動ユ
ニットに駆動データを転送する手段、即ち、送信器７５０と、を備えている。光効果設定
ユーザ装置７００は、位置ｉｄ、即ち、ＬＣＤディスプレイに位置割り当て中にユーザに
より与えられる割り当て位置の名前を提示するように備えられている。それらの名前の一
に関連付けられる選択ツール７３０がアクティブであるときはいつでも、その位置は、そ
の位置についての転送データ及び選択ツール７３０に関してなされる要求に基づいてもた
らされる光効果設定に従って照明される。図４におけるディスプレイは、予め割り当てら
れた部屋内の３つの位置、即ち、私の椅子、ディナーテーブル及びメインテーブルを示し
ている。ユーザは、専用の矢印キーを単純に押すことにより、光効果のオン又はオフを切
り換え、照明レベル（－／＋）及び光効果の色内容（暖色／寒色）を調節することが可能
である。実施例として、ディスプレイは、図３のユーザインタフェース３０６のような特
定の位置についての複数の予備的位置割り当て光効果の名前を示すことが可能である。選
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択ツール７３０は、位置割り当て光効果を予め選択するための、又はある位置における光
の色度、強度、色相、彩度又はスポットサイズを変えるためのボタンを有することが可能
である。多くの他の組み合わせが可能であり、それらは本発明の主旨及び範囲内にある。
【０１０６】
　ユーザ装置７００は更に、光効果設定データ７６０を記憶する手段を備え、その記憶に
より、ユーザ装置は、照明構成の駆動ユニット１０４に送信する駆動データを決定するた
めに転送データを得ることが可能である。
【０１０７】
　実施形態においては、ユーザが照明効果を設定するときに、即ち、その装置が好適にユ
ーザ割り当て装置２００と統合されるときにリアルタイムの割り当てが得られることを可
能にするように、ユーザ装置が備えられる。
【０１０８】
　実施形態においては、ユーザ装置７００は主制御装置に備えられる。
【０１０９】
　他の実施形態においては、ユーザ装置は壁に備えられる。
【０１１０】
　本発明に従った光効果制御システムの実施形態は、図５に示すように、ＺｉｇＢｅｅに
基づいて無線割り当てリンク６５０を介して主制御装置６００から駆動データを受信する
ように備えられた複数の照明構成４００と、例えば、要求データを受信する手段を備えた
ＰＤＡ、即ち、例えば、キーパッド又はウィンドウメニューのようなユーザインタフェー
ス５０２等のユーザ制御ユニット５００と、を有する。ユーザインタフェース５０２を介
して、ユーザは、部屋の特定の位置における特定の光効果、即ち、目的の光効果設定のた
めの１つ又はそれ以上の要求Ｒを要求することが可能である。その要求は、選択された目
的光効果データ５０３及び選択された位置ｉｄ５０４を含み、ＷＬＡＮ５５０を介して主
制御装置６００に送信される。主制御装置６００は、位置ｉｄ５０４における照明構成４
００についての転送データを有する記憶されている関連初期光効果設定配列をフェッチす
る手段を有する、即ち、この実施形態において、主制御装置６００におけるデータベース
６０５に記憶されている位置ｉｄ５０４に関連付けられた光転送データの形式で予め割り
当てられた光効果設定データを主制御装置６００はフェッチする。主制御装置６００は、
目的光効果設定を得るために、前記照明構成のために必要な駆動データ４０３を要求デー
タ及び光転送データにより決定する処理手段を更に備えている。主制御装置６００は、必
要な駆動データに従って照明構成４００に現在適用されている駆動データ４０３を調節す
る手段を更に有する。主制御装置６００は、本発明に従った光制御方法のコンピュータプ
ログラム実施に従って処理タスクを実行する。
【０１１１】
　図６は、本発明の実施形態に従った位置割り当て方法についてのフロー図である。複数
の照明構成を有する照明システムのための位置割り当て方法は、図６及び７を参照して下
で説明するステップを有する。
【０１１２】
　新しい建物の部屋に新しい照明の設置が割り当てられるようになっているとき、照明構
成１００全ては好適には、先ず、同じ駆動データを備えている（ステップ６０１）。ユー
ザは、その場合、例えば、オフィスにおける作業空間のような、割り当てに対して適切な
位置ＰＯＳ１乃至ＰＯＳ４を決定する。各々の位置について、ユーザは、その場合、その
位置に位置ｉｄ、例えば、“作業空間１”、“作業空間２”を割り当てる（ステップ６０
２）。次いで、その位置における各々の照明構成１００からの光の寄与が、好適には、全
ての方向からもたらされる光についての検出器により測定される（ステップ６０３）。検
出器は、好適には、ユーザ制御ユニット２００、例えば、上記のユーザ制御ユニットの何
れかの一のような光位置割り当てに適合されたユーザ制御ユニット、例えば、ＰＤＡに接
続される。データは、その場合、測定された光から複数の照明構成の各々の一の照明構成
に関連する光データを導き出す（ステップ６０４）ことにより、それらの照明構成を制御
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する主制御装置、例えば、コンピュータにＰＤＡ２００から転送された後、好適に処理さ
れる。光データは位置ｉｄと関連付けられ（ステップ６０５）、照明構成１００について
の光データ及び現駆動データに基づいて、光転送データが決定される（ステップ６０６）
。その後、光転送データは、位置ｉｄについての光効果設定配列において記憶される（ス
テップ６０７）。
【０１１３】
　一実施形態においては、各々の個別の寄与の測定が、暗室較正により行われる、即ち、
各々の位置について、１つの照明構成のみが一度に電力供給され、測定される。
【０１１４】
　他の実施形態においては、照明構成は各々、識別コードが与えられ、光データを導き出
すステップは、識別コードに基づいて複数の照明構成の各々の一から光データを識別する
ステップを更に有する。
【０１１５】
　異なる実施形態においては、光効果設定配列は、前記光データ及び／又は現駆動データ
及び／又は減衰データを更に有する。光データは測定された光パワーを有し、現駆動デー
タは送信された光パワーを有する。実施形態に従って、光効果設定配列の記憶が主制御装
置において行われる。他の実施形態においては、光効果設定配列は、適切なメモリを備え
たユーザ制御ユニットに記憶される。その場合、制御ユニットは、光転送データを決定す
る及び駆動データを検索する処理手段を付加的に備えている。
【０１１６】
　位置割り当て方法の実施形態においては、位置割り当ての他の種類が下の説明に従って
行われる。照明構成に同じ駆動データを適用することに代えて、この場合に、光効果を生
成する技術を有する光デザイナーであることが可能であるユーザは、名前、例えば、“使
用光”、“夕方光”等が与えられる位置において光効果をもたらす。位置割り当てシステ
ムは、その場合、特定の光効果に関連する光効果設定ベクトルを記憶する。未熟練の照明
システムのエンドユーザは、その場合、“使用光”設定又は“夕方光”設定を再現するよ
うに割り当てられた光効果設定を後に用いることが可能である。
【０１１７】
　毎日の使用で割り当てられた光効果設定ベクトルを用いるとき、本発明に従った照明シ
ステムの照明構成を制御する光効果設定方法が用いられる。その方法は、ユーザが少なく
とも１つの要求Ｒを要求するときに用いられることが可能であり、その要求は選択された
位置で選択された光効果を有する。
【０１１８】
　本発明に従った光効果設定方法の実施形態においては、設定されることが可能である光
効果の特徴は、
－　色度、強度（ＸＹＺ記述又はそれと同等の記述を用いる）、及び光のスポットサイズ
である。
【０１１９】
　位置／要件優先順位
　位置／要件優先順位は、複数の要求の場合に有効である。その要求は、ユーザインタフ
ェース５０２を組み込む照明システムのユーザ制御ユニット５００に要求される。異なる
ユーザインタフェースは、これを、例えば、（ｘ，ｙ）色度マップを、目的強度を規定す
るツール又は矢印キーと共に実現するように用いられることが可能である。他の機能性は
、光のスポットサイズ及び特定の要求についての優先順位を規定するようにユーザ制御ユ
ニット５００に存在する。特定の要求の優先順位の設定は、ユーザが隣接する複数の位置
において異なる光効果をもたらすように意図されているときはいつでも、必要になる。そ
の場合、同じ照明構成４００が異なる光効果に寄与し、優先順位設定は、何れかの照明構
成４００が特定の光効果に対して与える寄与がどのようなものであるかを本発明の方法が
決定することを可能にする。その光効果についての目的位置は、予め割り当てられた位置
を単純に選択することにより選択される。
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【０１２０】
　その方法は、次のステップであって、
－　ユーザ制御ユニットからの位置に関連付けて設定される目的光効果設定及び位置ｉｄ
を有する要求データを受信するステップ；
－　その位置における前記照明構成についての光転送データを有する記憶されている関連
初期光効果設定配列をフェッチするステップ；
－　目的光効果設定を得るために、照明構成について必要な駆動データを光転送データに
より決定するステップ；並びに
－　必要な駆動データに従って照明構成の現在適用されている駆動データを調節するステ
ップ；
において、照明構成を制御する、主制御装置６００において（又は、照明構成を制御する
ための適切な演算能力が備えられている場合に、ユーザ制御ユニットにおいて）実行する
コンピュータプログラムにより好適に実行される。
【０１２１】
　光転送データは減衰データを有し、必要な駆動データを決定するステップは、次のステ
ップであって、
－　ａｊ＝［ａ１ｊ，ａ２ｊ，．．．，ａｎｊ］に従って前記初期光効果設定配列から位
置ｊについて照明構成１乃至ｎのために減衰パラメータのベクトルを導き出すステップ；
－　前記目的光効果設定から位置ｊにおける光について必要な放射パワーＵｊを導き出す
ステップ；
－　位置ｊにおける光についてＵｊに基づいて各々の照明構成ｉのために伝導される放射
パワーＴｉ，ｊを演算するステップ；
を更に有する。
【０１２２】
　人間の知覚についての補正の後、光束から得られ、必要な光効果をレンダリングするよ
うに目的位置における各々の原色について供給される必要がある放射パワー量Ｕｊのパラ
メータは、全ての原色について、例えば、［ＵＲ，ＵＧ，ＵＢ］を与えるＲＧＢについて
のベクトルにより好適に構成されることに留意する必要がある。各々の原色は独立して処
理され、簡単化のために、下の式１においては、任意の原色について必要な放射パワーを
Ｕで、その原色について備えられる照明構成の数をｌで示している。
【０１２３】
　位置ｊについてある原色の各々の照明構成ｉのために伝導される放射パワーＴｉ，ｊを
演算するステップは、次式に従って行われ、
【０１２４】
【数２５】

ここで、ｌは照明構成の線数であり、Ｕｊは位置ｊについて必要な放射パワーである。
【０１２５】
　天井で利用可能である赤色光源、緑色光源及び青色光源を有する複数の照明構成を有す
る本発明に従った照明システムを考えることにする。特定の位置ｊにおけるユーザは、‘
黄色の光’についての光効果を要求する。位置ｊについて黄色の光をレンダリングするた
めに必要な赤色、緑色及び青色の必要な放射パワーを決定するように、第１の動作として
、システムは、ＲＧＢ色空間において黄色点をマッピングする。この動作は、赤色放射束
ＵＲ、緑色放射束ＵＧ及青色放射束ＵＢの必要量がどれ位であるかをシステムに伝える。
この単純な場合、明らかに、ＵＢ＝０である一方、ＵＲ及びＵＧは多かれ少なかれ等しい
（赤色及び緑色を混ぜると黄色が得られる）。ＵＲ及びＵＧの正確な値は必要な強度に依
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、即ち、式１により及びＵＲを用いて、各々の有効な赤色ランプから伝導される放射パワ
ーを決定する。次いで、同じ式により及びＵＧを用いて、そのシステムは、各々の有効な
緑色ランプからの寄与を決定する。青色の場合、式１は、目的位置において必要な青色光
はヌルであるため、青色ランプ全てについての結果として０を与える。これは、そのシス
テムが従う手順である。
【０１２６】
　赤色、緑色、青色、アンバー色を有する照明システムから開始する類似する場合におい
ては、上記のマッピングに類似するマッピングは、ＵＲ、ＵＧ、ＵＢ、ＵＡに繋がる。そ
の場合、式１を４回適用することにより、赤色、緑色、青色及びアンバー色のランプから
もたらされる必要な伝導放射パワーが決定される。
【０１２７】
　要約すると、例えば、位置ｊについて、赤色、緑色、青色、アンバー色、シアン色、マ
ゼンタ色、．．．の２つ又はそれ以上を、ｐ個の原色を照明構成に組み込むシステムが与
えられる場合、そのシステムは、先ず、このｐ次元色空間に必要な色点をマッピングし、
それ故、ｋ∈｛１，．．．，ｐ｝についてＵｋ，ｊを決定する。各々のＵｋ，ｊは、次式
【０１２８】
【数２６】

に従って
【０１２９】
【数２７】

として伝導放射パワーＴｉ，ｊを演算することが可能である各々の照明構成についての及
び式１についての入力であり、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
Ｕｋ，ｊは位置ｊにおける原色ｋについての必要な放射パワーであり、ｉ（ｋ）は原色ｋ
の照明構成であり、そして
【０１３０】
【数２８】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰である。好適には、その入力データは、
前記位置における前記照明構成についての光γｊのスポットサイズを更に有する。位置ｊ
についての各々の原色ｋにおける各々の照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワー
【０１３１】
【数２９】

を演算するステップは、次式
【０１３２】
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【数３０】

に従って行われ、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、Ｕｋ，ｊは位
置ｊにおける原色ｋについての必要な放射パワーであり、
【０１３３】

【数３１】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてγｊ∈［１，ｉｎｆ］で
あり、ここでは、γｊ＝１については、全ての照明構成は目的光効果に対して等しく寄与
し、γｊは無限大になる傾向にあり、最近接の照明構成のみに電力供給される。
【０１３４】
　Ｒ∈｛１，．．．，ｉｎｆ｝の要求が与えられる場合、複数のユーザ要求Ｒ＞１につい
て、その方法は、ステップであって、
－　最小二乗フィッティングにより、位置ｊについて原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導さ
れる放射パワー
【０１３５】

【数３２】

の重み付け平均として、結果として得られる伝導パワー
【０１３６】

【数３３】

を演算するステップ；
を更に有する。
【０１３７】
　Ｒ個の要求について原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【０１３８】

【数３４】

は、次式
【０１３９】

【数３５】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
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【数３６】

は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導放射パワーであり、位置ｊまでのパワ
ー減衰であり、
【０１４１】

【数３７】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、そしてＲ∈｛１，．．．，ｉｎ
ｆ｝はユーザ要求の総数である。
【０１４２】
　照明構成全てについての適切な伝導パワー
【０１４３】

【数３８】

が
決定されるとき、始めの光効果設定から前記目的光効果設定までのなだらかな時間収束が
得られることは好ましいことである。これは、更なるステップであって、
－　前記目的光効果設定に対する前記始めの光効果設定についての伝導放射パワーにおけ
る差を規定するステップ；
－　伝導放射パワーの中間ステップを規定するステップ；及び
－　目的光効果設定が得られるまで、前記中間ステップにより光効果設定を変えるステッ
プ；
により保証される。
【０１４４】
　中間ステップは、人間の知覚に好適に関連する最大ステップサイズを有する。
【０１４５】
　ローカル優先順位及びグローバル優先順位
　多くの要求及びユーザがシステムについて可能にされ、複数の照明構成が互いから独立
して考慮されないとき、優先順位の概念が本発明の概念に導入される。その優先順位はロ
ーカルである又はグローバルであることが可能である。
【０１４６】
　ローカル権限の例として、照明効果が、下で説明するように、異なる位置における所定
の異なる優先順位であることが可能である。
【０１４７】
　複数の光効果の各々の一は、位置ｊについて特定のローカル優先順位ρが与えられ、そ
れにより、より高い優先順位を有する光効果は、より低い優先順位を有する光効果に比べ
てある位置において得られる目的設定へのより大きい寄与を有する。
【０１４８】
　Ｒ個の要求についての原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
【０１４９】
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【数３９】

が、その場合、次式
【０１５０】
【数４０】

に従って演算され、ここで、ｌｋは原色ｋについての照明構成の総数であり、
【０１５１】

【数４１】

は位置ｊに対する原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の伝導される放射パワーであり、位置ｊまで
のパワー減衰であり、
【０１５２】

【数４２】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、Ｒ∈｛１，．．．，ｉｎｆ｝は
ユーザ要求の総数であり、そしてρｊ∈［１，ｉｎｆ）は位置ｊにおける光効果の優先順
位を表す。
【０１５３】
　グローバル権限の例として、次のシナリオ１及び２は、ユーザ権限についてのものであ
る。グローバル権限は、しかしながら、例えば、照明システムにおいて最も高い優先順位
が与えられる火災警報又は何れかの他の警報が存在する場合に、全ての照明構成を照明す
るグローバル権限のような他の特定の権限を有することが可能である。
【０１５４】
　その方法は、光効果をもたらし、動作中にそれらに他の光効果を付加することができる
ことに留意する必要がある。例えば、ユーザは、図８の特定の位置ＰＯＳ１において特定
の光効果を設定し、結果として得られる光効果を観測することが可能である。この光効果
の特徴は、ユーザがその結果で満足するまで、ユーザインタフェース３０６を介して修正
されることが可能である。その場合、ユーザは、図８における異なる位置ＰＯＳ２におけ
る他の光効果を要求することが可能である。その方法は、伝導放射パワーについての最適
な解決方法を選択する２つの光効果をレンダリングすることができる。この操作は、光効
果の完全な集合がもたらされるまで継続されることが可能である。この時点で、照明条件
は、ユーザが１つ又はそれ以上の光効果を付加することを若しくは予めもたらされた１つ
又はそれ以上の光効果を除去することを決定するまで、変えられずに維持される。
【０１５５】
　上記の光効果設定方法は、ユーザが任意の光効果をもたらすことを可能にするが、光を
設定するユーザの同一性に基づいて何れかの区別を行うものではない。従って、そのシス
テムにもたらされる要求全てが処理され、ユーザが特定の操作について許可されたかどう
かを考慮することなく、同じ方式で処理され、詳しく調べられる。これは、ユーザ制御ユ
ニットに偶然にアクセスした権限のないユーザが光条件を修正し、光効果設定の完全性を
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乱すことが可能である。このことはまた、ふたりのユーザが要求で対立し、それらの要求
の一が光効果設定においてより大きい権限を得るときの不都合に繋がる可能性がある。光
効果設定方法の実施形態に従って、ユーザ権限の制限が、光効果設定を制御するために用
いられる。ユーザ権限は、初期のフェーズにおいてシステム管理者により権限が与えられ
たユーザに割り当てられる。その場合、複数のユーザ権限が、メモリに記憶されているル
ックアップテーブルに収集されている。各々のユーザはユーザｉｄを確認され、ルックア
ップテーブルにおける行又は列に対応付ける。そのシナリオに依存して、各々のユーザに
ついてのユーザ権限は１つ又はそれ以上の要素のベクトルの形式をとる。
【０１５６】
　ユーザ権限の使用を更に例示するように、２つの異なるシナリオについて下で説明する
。
【０１５７】
　シナリオ１
　このシナリオにおいて、ユーザは、ユーザインタフェース装置により光効果をもたらす
。この場合、システム管理者は、全体の環境で有効であるユーザ権限を各々のユーザに割
り当てる。特に、ｗｑ∈［０，１］は、その環境の何れかの位置において光効果をもたら
すようにユーザｑの権限を表す。値ｗｑ＝１は、ユーザｑが光設定を変える十分な権限を
有し、ユーザの要求の全てが優先順位のレベルに従ってシステムにより評価される。１以
下であるが０以上である値ｗｑは、ユーザが十分な権限を持っていないことを、そして、
複数の対立する要求の場合、ユーザの要求は、要求の優先順位に従って満たされる（より
高い優先順位を有する要求は、より低い優先順位を有する要求に比べてより高い優位性を
有する）。最後に、値ｗｑ＝０は、ユーザの何れかの要求は光環境で何ら効果をもたらさ
ないことを表す。不正ユーザは、デフォルトとしてヌルのユーザ権限を有することに留意
されたい。
【０１５８】
　ユーザ権限はまた、時間ｗｑ（ｔ）の関数であることが可能である。このように、操作
に時間制限を設けることが、又はより一般には、日中にユーザに対して与えられた許可を
変更することが可能である。
【０１５９】
　更に、ユーザ権限は、設定されたｗｑ，ｌにおいて存在する光源に依存することが可能
である。これは、異なる複数の光源に対して異なる重みを割り当てる自由度を管理者に与
えることが可能である。その例は、訪問者に対して店の場所の照明の雰囲気を変えるよう
に店の所有者が与える権限である。これと同様に、第２のシナリオにおいては、異なる重
みが特定の場所に与えられることが可能である。光源に依存して重みを有することは、特
定の場所又は特定の時点を規定することなく、微調整を与えることができる。
【０１６０】
　このシナリオにおいては、ユーザは、壁における制御パネルにより特定の目的位置にア
ドレス指定される光効果をもたらすことができる、目的位置が特定され、位置割り当てフ
ェーズ中にシステムにおいて記憶される。この場合、システム管理者は、各々のユーザに
ユーザ権限の集合を割り当て、各々のユーザ権限は異なる目的位置において有効である。
特に、ｗｑ，ｊ∈［０，１］は、位置ｊにおいて光効果をもたらすようにユーザｑの権限
を表す。ｗｑ，ｊの値に依存して、ユーザｑは位置ｊにおいて完全な権限を有する、部分
的な権限を有する、又は権限を有しない、そして、そのユーザの要求は、シナリオ１と同
様の方法に従って処理される。
【０１６１】
　ユーザの権限はまた、ｗｑ，ｊ（ｔ）の関数であることが可能である。このように、動
作に時間制限を設けることが、又はより一般には、日中にユーザに与えられた許可を変更
することが可能である。
【０１６２】
　Ｒ個の要求についての原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）の結果として得られる伝導パワー
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【０１６３】
【数４３】

は、次式
【０１６４】

【数４４】

に従って演算され、ここで、
【０１６５】

【数４５】

は位置ｊに対する照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、ｚｊは前記ユー
ザ権限（ｗｑ又はｗｑ，ｊ又はｗｑ，ｊ（ｔ））のマッピングである。
【０１６６】
　照明構成の光出力の決定におけるユーザ権限を評価する式５への拡張について、下で説
明する。何れかのユーザからもたらされる光効果の要求の総数がＲで表されている。更に
、特定の要求ｊを満たすように原色ｋの照明構成ｉ（ｋ）により伝導されるようになって
いるパワーが
【０１６７】
【数４６】

で、そしてこの要求をもたらしたユーザに対応するユーザ権限をｚｊで表される。ユーザ
自身が彼のユーザｉｄで彼自身を識別するときはいつでも、そのシステムは、彼個人のユ
ーザ権限（ｗｑ又はｗｑ，ｊ）についての情報を検索し、ローカルパラメータｚｊにその
情報をマッピングすることができることに留意されたい。
【０１６８】
　その場合、照明構成ｉ（ｋ）から伝導される放射パワーは、Ｒ個の要件（対応するユー
ザ権限を有する）が満たされるようになっているとき、次式
【０１６９】
【数４７】

を満たし、ここで、ρｊ∈［１，ｉｎｆ）は要求ｊの前記ローカル優先順位を表し、
【０１７０】
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【数４８】

は照明構成ｉ（ｋ）から位置ｊまでのパワー減衰であり、ｚｊは前記ユーザ権限（ｗｑ又
はｗｑ，ｊ又はｗｑ，ｊ（ｔ））のマッピングである。
【０１７１】
　式７により決定される結果は、２種類の優先順位を考慮する異なる要求間の重み付け平
均である。一方では、各々のユーザは、そのユーザが入力した要求間でローカル優先順位
を設定し、これは変数ρｉに反映されることが可能である。他方、もたらされた何れかの
要求に対応するユーザ権限ｚｊに基づく優先順位が存在する。この第２の種類の優先順位
は、より低いユーザ権限に比べてより高いユーザ権限を伴ってもたらされる要求を支持す
る。最終的には、式７は、大きい
【０１７２】

【数４９】

を有する要求に特権を与える。
【０１７３】
　同時提出の特許請求の範囲において規定されている本発明に従った方法及びシステムに
ついての実施形態について、上で詳述している。それらの実施形態は、単に制限されない
実施例として理解される必要がある。当業者が理解できるように、多くの修正及び変形の
実施形態が、本発明の範囲内で可能である。
【０１７４】
　従って、本発明は、一方で、位置割り当て、即ち、ｌｕｘｉｓｓｉｏｎｉｎｇ（登録商
標）のための、他方で、複数の照明構成を有する照明システムを制御する方法及び装置を
提供する。位置割り当て及び制御は、互いに対して密接に関連している一方、同時に、２
つの別個のモード又はフェーズを表す。位置割り当てにより、各々の個別の照明構成につ
いての転送データが得られて、記憶される。その転送データは、ユーザが光効果を変更し
、特定の位置における特定の予め規定された光効果を回復させたいときの後に、有用であ
り、それは、光構成の少なくとも１つからもたらされる光により達成される。
【０１７５】
　この出願の目的のために、そして特に、同時提出の特許請求の範囲に関連して、表現“
を有する”は他の要素又はステップを排除するものではなく、単数表現は複数を排除する
ものではないことを、当業者は理解することができる。
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【国際調査報告】
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